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●平成22年度の収支状況

収　入
162億2,880万円

支　出
171億4,439万円

●各種拠出金の推移

前期高齢者納付金 後期高齢者支援金 病床転換支援金

老人保健拠出金 退職者給付拠出金 介護納付金
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平成18年度 平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

（億円）

61億円

70億7千万円
67億7千万円

59億6千万円

71億円

その他
6億5,358万円介護負担金等

（掛金・負担金等）
12億4,529万円

前年度繰越支払準備金
11億5,657万円

掛金
（任意継続掛金含）
67億1,233万円

負担金
（調整負担金・
公的負担金等含）
64億6,103万円

次年度繰越支払準備金・その他
23億4,215万円

法定給付
（保健・休業・災害）

75億588万円

附加給付
1億32万円

前期高齢者納付金・
後期高齢者支援金・
老人保健拠出金・
退職者給付拠出金
59億153万円

介護納付金
11億9,915万円

一部負担金払戻金
9,536万円

こ
の
経
理
は
、
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
や
、
出
産
、
死
亡
、
そ
の
他
災
害
が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
行
う
医
療
費
等
の
給
付
と
、
前
期
高
齢
者
納

付
金
を
始
め
と
し
た
各
種
拠
出
金
の
納
付
並
び
に
介
護
保
険
料
の
収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
給
付
金
総
額
は
、
別
表
の
と
お
り
法
定
給
付
と
附
加
給
付
を
合
わ
せ
て
七
十
六
億
円
超
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
約
三
億
五
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
拠
出
金
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者
拠
出
金
等
・
介
護
納
付
金
）
は
約
七
十
一
億
円
と
給
付
金
に
迫
る
勢
い
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
が
前
年
度
よ
り
三
億
六
千
万
円
強
減
少
し
、
支
出
の
大
幅
な
る
増
加
に
よ
り
九
億
円
超
の
短
期
当
期
損
失
金
が
生
じ
た
た
め
積
立

金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
し
ま
し
た
。

短
期
経
理
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
組
合
員
と
家
族
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
管
理
に
心
が
け
医
療
機
関
等
へ
の
適
正
な
受
診
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
へ
の
十
分
な
配
慮
等
で
拠
出
金
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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短
期
当
期
損
失
金
を
計
上

本
組
合
の
平
成
二
十
二
年
度
の

決
算
が
去
る
六
月
三
十
日
に
開
催

さ
れ
た
第
一
六
七
回
組
合
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

組
合
員
数
及
び
被
扶
養
者
数
と
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
均
給
料
月
額
も
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

●組合を構成する市町村等の数

区分 平成21年度 平成22年度 比較増△減

市 32 32 0

町 10 10 0

村 2 2 0

一部事務組合 43 42 △1

計 87 86 △1

平 成 22 年 度

決算のあらまし

総

括

事

項

●平均給料月額

●組合員数・被扶養者数

一 般 組 合 員 ･･････････22,376人 （前年度比較 △504人）
市町村長組合員 ･････････････ 43人 （　　〃 1人）
市町村長長期組合員 ･･･････････････1人 （　　〃 △1人）
特定消防組合員 ･･･････････4,002人 （　　〃 17人）
長 期 組 合 員 ･･･････････････4人 （　　〃 2人）
　 　 計 　 　 ･･････････26,426人 （　　〃 △485人）
任意継続組合員 ･･･････････1,264人 （　　〃 89人）
被 扶 養 者 ･･････････29,097人 （　　〃 △517人）

長　　　期･･･････････････ 332,289円 （前年度比較 △3,659円）

短　　　期･･･････････････ 331,087円 （　　〃 △3,729円）
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支　出
3億9,196万円

●健康づくり事業費

●特定健康審査等費

●助成・講習会・競技会等

生活習慣病健診
4,486万円

人間ドック
2億6,548万円

併診ドック
2,351万円

ガン検診
2,950万円

肝炎ウィルス検診・
脳ドック・

骨粗しょう症検診・
歯周病検診・
健康電話相談・

心の相談ネットワーク
820万円

康審査等費

支　出
2,227万円

特定健康診査費
（特定健康診査料）

1,295万円
特定健康診査費
（事務手数料）
61万円

特定保健指導費
（動機づけ支援）

164万円

特定保健指導費
（積極的支援）
707万円

インフルエンザ
2,041万円

支　出
1億2,094万円

保養・
リフレッシュ
利用助成
5,188万円

組合員保養所利用助成
4,064万円

協定・指定保養所助成 288万円

体育関係
1,212万円

表彰関係
513万円

講習会費 829万円

こ
の
経
理
は
、
医
療
費
の
増
高
対
策
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
ご
家
族
の
健
康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
各
種
健
診
を
は
じ
め
と
す
る
福
利
厚
生
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
収
支
状
況
は
、
掛
金
の
減
少
等
に
よ
り
約
一
億
九
千
万
円
の
損
失
金
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
し
ま
し
た
。

保
健
経
理
の
財
政
状
況
は
、
特
定
健
診
の
実
施
や
人
間
ド
ッ
ク
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
支
出
が
増
大
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
利
用
助
成

金
の
引
き
下
げ
を
行
う
な
ど
事
業
を
見
直
し
し
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
事
業
費
の
支
出
を
昨
年
度
よ
り
一
億
円
の
費
用
縮
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
経
理
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
有
益
な
事
業
の
推
進
及
び
更
な
る
費
用
の
縮
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、
各
種
保
健
事
業
に

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
の
見
直
し
に
よ
り

　
　
　
　

一
億
円
費
用
縮
減
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●資産の保有割合

216億円

流動資産
13億円

投資有価証券
5億円

長期貸付金
198億円

組
合
員
の
皆
さ
ん

が
退
職
後
に
受
給
さ

れ
る
退
職
共
済
年
金

や
障
害
共
済
年
金
、

遺
族
共
済
年
金
な
ど

の
各
種
共
済
年
金
等

の
決
定
・
支
給
及
び

年
金
積
立
金
の
運
用

は
、
平
成
十
九
年
度
よ

り
全
国
市
町
村
職
員

共
済
組
合
連
合
会
（
以

下
「
市
町
村
連
合
会
」）

が
集
約
し
て
一
元
的
に

処
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
理
は
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら

お
預
か
り
す
る
掛
金

及
び
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
負
担
金
の
納

入
と
、
こ
れ
ら
収
入

金
を
市
町
村
連
合
会

へ
払
い
込
む
た
め
の

経
理
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度

の
収
入
金
額
は
、
掛
金

と
負
担
金
を
合
わ
せ

て
約
三
百
七
十
三
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
理
で
は
、
市

町
村
連
合
会
か
ら
預
託

さ
れ
た
年
金
積
立
金
の

一
部
を
管
理
・
運
用
し

て
い
ま
す
。

運
用
の
内
容
は
お
も

に
、
貸
付
及
び
物
資

経
理
へ
の
資
金
の
貸
付

の
ほ
か
、
地
方
公
共
団

体
よ
り
引
き
受
け
る
縁

故
地
方
債
等
で
、
約

二
百
十
六
億
円
を
保
有

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
預
託

さ
れ
た
資
産
は
、
年
金

積
立
金
の
一
部
と
し
て
、

安
全
か
つ
効
率
的
な
運

用
に
努
め
て
い
ま
す
。

年
金
積
立
金
を
運
用

年
金
の
決
定
・
支
給
等
は

　
　

市
町
村
連
合
会
が

　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す

こ
の
経
理
は
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
年
額
一
万
二
十
円

の
地
方
公
共
団
体
負
担
金
と
短
期
経
理
か
ら
の
繰
入
金
を

財
源
に
、
医
療
費
の
支
払
や
年
金
の
給
付
な
ど
を
行
う
た

め
に
必
要
な
人
件
費
及
び
事
務
費
、
そ
の
他
共
済
組
合
が

運
営
に
要
す
る
諸
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
経
費
の
節
減
に
な
お
一
層
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●掛金・負担金等収入

負担金 追加費用・払込金 掛金
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（億円）

負担金
187億円

追加費用
・払込金
57億円

掛金
129億円

平成22年度

373億円

負担金
188億円

追加費用
・払込金
53億円

掛金
131億円

平成21年度

372億円

負担金
178億円

追加費用
・払込金
41億円

掛金
135億円

平成20年度

354億円

負担金
177億円

追加費用
・払込金
47億円

掛金
137億円

平成19年度

361億円

負担金
174億円

追加費用
・払込金
48億円

掛金
137億円

平成18年度

359億円
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●組合員貯金加入者数推移

21,221人

22,311人

21,926人

21,622人
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20,500

21,000

21,500

22,000

22,500

23,000

23,500

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（人）

20,977人

●貯金残高の推移

※（    ）は一人あたりの平均貯金額

971億円
（435万円）

1,003億円
（457万円）

1,045億円
（483万円）

1,081億円
（509万円）

（億円）

平成22年度平成18年度 平成21年度平成20年度平成19年度

1,118億円
（533万円）
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平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
を
も
と
に
、

貯
金
経
理
の
貸
借
対
照
表
を
下
記
の
と
お

り
掲
載
し
ま
す
。

収
支
決
算
の
結
果
、
約
三
億
円
の
利
益

金
が
生
じ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
大
切
な
資
金
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
も
安
全
性
を
最
優
先
に
効
率

的
な
運
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

共
済
貯
金
の

運
用
状
況

●平成22年度決算　貸借対照表
（単位：百万円）

借　 方 金　 額 貸　 方 金　 額

普通預金 13,233 組合員貯金 111,838

定期預金 3,400 流動負債 391

有価証券 110,101 固定負債 39

そ の 他 254 剰 余 金 14,720

合 計 126,988 合 計 126,988
※  剰余金には、将来の欠損金の補てんに充てるための法定積立
額を含んでいます。

●貯金経理の資産構成 （単位：百万円）

資産の種類 金　　　額 構 成 割 合

普 通 預 金 13,233 10.42%

定 期 預 金 3,400 2.68%

有 価 証 券 110,101 86.70%

そ の 他 254 0.20%

合 計 126,988 100.00%

●有価証券の内容 （単位：百万円）

種　　　類 金　 　　額 構 成 割 合

国 債 15,981 14.52%

地 方 債 13,990 12.71%

政 府 保 証 債 7,491 6.80%

公 社 公 団 債 25,681 23.33%

一 般 事 業 債 500 0.45%

社 債 8,362 7.59%

円貨建外国債 38,096 34.60%

合 計 110,101 100.00%
※  社債については、公共性・安全性の高い債券を保有しています。
※  円貨建外国債については、国際機関、外国政府又は政府保証債
にあたる外国法人が発行するもので、格付機関からAAA格の格
付を取得しているものを保有しています。

平成22年度末現在
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宿泊
25,131人宴会・会議

6,891人

食事処
10,867人

●施設の部門別利用状況

日帰り入浴
3,874人

利用者総数
46,763人

『
大
洗
鷗
松
亭
』

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

 

共
済
貯
金
残
高
は
過
去
最
高
額
！

　
　
　

―
支
払
利
率
は
一
・
九
二
％
―

こ
の
経
理
は
、
共
済
貯
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
資
金
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
、
有
利
な
利
率
で
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

全
な
財
産
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
い
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

平
成
二
十
二
年
度
末
の
貯
金
残
高
は
約
千
百
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
三
十
七
億
円
増
加
し
、
過
去
最
高
額
を
達
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
加
入
者
数
は
二
万
九
百
七
十
七
人
で
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
約
二
百
四
十
人
減
と
な
り
、
組
合
員
数
の
減
少
傾
向
が
貯
金
加
入
者
数
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
人
当
た
り
の
平
均
貯
金
残
高
は
約
五
百
三
十
万
円
に
な
り
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
約
二
十
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
利
率
は
、
年
利
一
・
九
二
％
と
、
市
中
金
利
と
比
べ
大
変
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
経
理
は
、
保
養
所
「
大
洗
鷗
松
亭
」
を
運
営
す
る
た
め
の
経
理
で
す
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
ご
家
族
ご
友
人
等
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
震
災
の
影
響
で
休
館
期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
万
六
千
名
を

超
え
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
風
造
り
の
や
す
ら
ぎ
あ
る
保
養
所
「
大
洗
鷗
松
亭
」
で
は
、
皆
さ
ん
に
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
方
の
予
約
受
付
は
四
ヵ
月
前
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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次
の
方
が
組
合
会
議
員
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日
辞
任

　
中
田
　
　
裕
（
桜
川
市
長
）

組
合
会
議
員
の
退
任
に
伴
う
補
欠
選
挙
の
結
果
、

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
市
町
村
長
側
組
合
会
議
員
第
一
区
補
欠
選
挙

・
執
行
日

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

・ 

場
　
所 

市
町
村
会
館

・ 

当
選
人 

宮
嶋
　
光
昭（

か
す
み
が
う
ら
市
長
）

組
合
会
議
員
の
辞
任

組
合
会
新
長
側
議
員
に

　
　
　
宮
嶋
光
昭
氏

組合会議員のプロフィール
①職名　②座右の銘　③組合会議員としての抱負

第1区選出

宮嶋  光昭
ミ ヤ シ マ ミ ツ ア キ

関東の市町村職員共済組合の短期財源率の状況について

平成23年度における関東の市町村職員共済組合の短期の財源率は下表のとおりです。
短期給付の財政は全国的に厳しい状況が続いており、特に関東においては全国平均を上回る引上率になりま
した。

（単位：‰）

平成22年度

 区分

組合名

 茨　　城 93.40 106.00 12.60 74.72 84.80 10.08

 栃　　木 97.90 97.90 0.00 78.32 78.32 0.00
 群　　馬 92.50 105.00 12.50 74.00 84.00 10.00
 埼　　玉 101.80 106.80 5.00 81.44 85.44 4.00
 千　　葉 91.25 95.00 3.75 73.00 76.00 3.00
 東　　京 93.75 101.30 7.55 75.00 81.04 6.04
 神 奈 川 102.50 105.00 2.50 82.00 84.00 2.00
 山　　梨 102.50 113.75 11.25 82.00 91.00 9.00

 関東平均 96.95 103.84 6.89 77.56 83.08 5.52

 全国平均 104.66 110.63 5.97 83.73 88.50 4.77

短 期 財 源 率 ※掛金率及び負担金率の合計

期 末 手 当給　　　　　料
引 上 率平成23年度平成22年度引 上 率平成23年度

組合員の方が退職された場合、またはご家族が被扶養者ではなくなった場合は、それまでご使用さ
れていた「組合員（被扶養者）証」は、共済組合に返却していただくことになっています。
現在もお手元にある場合は、共済事務担当課に提出してください（退職されている方は共済組合保
険課に送付してください）。

お問い合わせ先： 〒310-0852　茨城県水戸市笠原町978番26　茨城県市町村会館5階
 茨城県市町村職員共済組合保険課　TEL　029－301－1413

組合員 方 退職された場合 また ご家族 被扶養者 なくな た場合 れま ご使用さ

組合員（被扶養者）証の返却  忘れていませんか？

（注）　一般職に係る率です。（特別職の給料に係る率は、期末手当の率と同率になります。）

①かすみがうら市長

②結論は一晩待て

③組合環境も年々厳しくなってゆく状況にあろうと思

うが、適切なる運営が出来るよう努めてゆきたい。
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生
活
に
必
要
な
資
金
は

　
　
　

貸
付
事
業
で
！

マ
イ
カ
ー
購
入
に
は

　
　
　

物
資
事
業
を
！

5

10

15

20

25

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

●物資立替金残高及び件数の推移
立替金残高
（億円） 立替件数

2,005件

平成21年度

16億
7千万円

2,571件

平成18年度

21億
5千万円

2,353件

平成19年度

19億
8千万円

1,898件

平成22年度

15億
9千万円

2,192件

平成20年度

17億
8千万円

●組合員貸付金残高の構成割合

●組合員貸付の残高・件数の推移

（総額210億円）

普通貸付 7億7,553万円
（自動車購入・
　　生活必需品購入等）

特別貸付 12億2,724万円
（入学・修学・
　　　　結婚・葬祭等）

災害貸付 8,897万円

在宅介護対応住宅貸付外
6,668万円

住宅貸付
188億7,011万円

150

200

250

300

350

平成18年度 平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

貸付残高（億円） 貸付件数

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

8,503件

7,736件

9,266件

9,869件
269億円

298億円

324億円

241億円

6,921件

210億円

こ
の
経
理
は
、
住
宅
資
金
な
ど
生
活
に
関
連
し
た
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
末
の
総
貸
付
件
数
は
、
六
、九
二
一
件
で
前
年
度
に
比
べ
て

約
八
百
件
減
少
し
、
貸
付
金
残
高
も
約
二
百
十
億
円
と
前
年
度
よ
り
約
三
十
億

円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
貸
付
事
業
利
用
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
、
適
正
な
貸
付
を

行
う
た
め
に
審
査
基
準
を
厳
格
化
し
た
こ
と
や
組
合
員
数
の
減
少
に
よ
る
影
響

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
金
利
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
上
限
利
率
の
低
い
貸
付
事
業
を
利
用
す
る

こ
と
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
経
理
は
、
自
動
車
購
入
資
金
の
立
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
の
物
資
立
替
金
残
高
は
、

約
一
五
億
九
千
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
約
八
千
万
円
減
少
し
、
件
数
も
約
百
件

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
最
高
二
○
○
万
円
ま
で
の
物
資
立
替
を
利
用

で
き
ま
す
。

ま
た
、
特
約
店
契
約
を
し
て
い
な
い
自
動
車
販
売
会
社
か
ら
自
動
車
を
購
入

し
た
場
合
で
も
、
組
合
員
が
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
物
資
事
業
を
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。




